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隈盤盟霊園闘車艶講闘
第28次調査は、D区(南西プロック)北半部と C区(南

東プロック)の一部を対象として実施した。調査面積

は約10，000ばである。

今回の調査区は南北 ・東西大路の交差点の南東に位

置している。これまでの調査において、大路に面した

区画には重要な施設の存在が知られており、今回の調

査においても同様の成果が想定された。また、調査区

北西部は南北大路の延長線上にあり、東西大路の南側

における南北大路の検出について、今回の調査に期待

がかかっていた。

域外の方格地割りと調査区の位置

100区では東西大路の南側における南北大路の在り方を追求するため広い調査区を設定した。その結果、南北大路の

推定線上は古代から近代に至る河川の流路となっており、その痕跡すら確認できなかったが、東西に伸びる運河状の

大溝とその先端に構築された橋状遺構を発見した。105区では北半部で東O道路を発見した。これは、西O道路と同様

に南北大路の延長線上を直線的に延びる河川|に沿って建設されたものである。27区では平安時代から近代に至る河川

を調査し、それらの流路の変化を把握することができた。出土遺物も多く、特に平安時代の堆積土からは多量の土器

類や動物遺体が出土した。その南側に位置する101区はすべて河川の流路となっており、この位置で西側に大きく屈曲

するものもあった。83区北半部では、東西方向に流れる古い河川を検出した。C20区(第26次調査)において発見し

た8世紀後葉頃の河川と同ーのものと見られる。その延長部分は110区でも検出した。83区の南側では東 l道路を検出

し、 103・104・30・92区においてもその延長部分を確認できた。102区では南 I道路を発見し、 105区において東O道

路との交差点も検出することができた。111区では南 1.東 1.東O道路で画された10世紀中葉頃の区画を調査し、城

外においては比較的新しい段階まで機能していたことが知られた。

111区 西より 105区 上空より



83区 8世紀後葉頃の河}11 北より

100区 上空より

110区 南東上空より
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西O道路側溝と橋状遺構 橋状遺構は平安時代の河川を掘り下げて

発見した 南上空より

運河と橋状遺構 橋状遺構は直径25mmの丸太材を打ち込んで構築し

ている西より

槽出土状況

100区の調査 東西大路の南側では南北大路

を確認することができなかった。しかし、その

推定線すなわち政庁中軸線は古代都市多賀城の

南北基準線として常に意識されていたようだ。

8世紀後葉にはその東側を流れる自然の河川と

の聞に運河が掘削され、中軸線上に橋状遺構が

建設されている。8世紀末頃になると河川を直

線的に改修してその東西両側に東0・西O道路

が建設され、東西大路に接続している。さらに

9世紀後半以降になると井戸や土績が設けられ

る場所へと変化している。

人形出土状況

漆紗冠出土状況

隆平永賀 (原寸)

調査風景 西より



ベヘ 27区の調査

¥ ミ 27区の中央部から西側にかけてはすべ

て河川の流路であった。各時期の河底か

らは土器をはじめ多量の遺物が出土した。

9世紀の河川 遺物は河底の窪みから集

中的に出土した。西岸付近には護岸の杭

が打ち込まれていた。

調査風景

木簡出土状況

27区の東半部では小規模な掘立柱建物 ・井戸 ・竪穴状

遺構などを発見した。 南より
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111区遺構配置図

111区航空写真

111区の調査

須恵系土器出土状況

青磁香炉 S=lj3 火を受けて紬の表面

が荒れている 井戸跡出土

南 l・東 i・東O道路に面した区画を調査した。南側には区画溝があり、敷地の広さは南北約90m、東西約70mで

ある。やや南寄りに主屋と見られる四面庇付建物があり、その北側には 4棟の建物が南妻や南側柱を揃えて並んで‘い

る。この 4棟の建物と主屋の中間には井戸が設けられている。これらは火災に遭っており、その後再建された形跡は

ない。年代は多賀城政庁が衰退する10世紀中葉頃と考えられる。



①104区 南より

③102・105区東0・南 1道路の交差点 西より

②103区 南より

東0・1道路と南 1道路

東O道路は105区、東 l道路は

83・103・104・30区、南 l道路

は102区でそれぞれ検出した。東

l道路の方向は103区から南側

では南北大路と同じ方向である

が南 l道路との交差点(推定)

付近より北側では東西大路と直

行する方向を採っている。

このように、域外の道路は南

北 ・東西大路のいずれかに方向

を合わせて建設されているが、

方格地割りの周縁部や微高地の

縁辺部などでは方向に規則性が

見られない道路が発見されている。

④106区方向の異なる道路 北西より
7 
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南1道路

Cコロ

多賀城南面の道路と河川

奈良時代、多賀城南面を横断する河)11は北西から南東方

向に蛇行して流れていた。平安時代になると直線的に政庁

中軸線上を流れるように改修し、その両側に東0・西O道

路を建設している。城外の整備を行うに際し、陸路のみな

らず水上交通の使も考慮していたと考えられる。
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104区縦板組の井戸

111区横板組の井戸

30区 刻書のある箇が出土した井戸 102区丸太割り抜きの井戸

井戸跡

調査区全体で15基発見した。側板をもっ構造のものがほとんどであり、横板組、立て板組み、丸太朝り抜き材を利

用したものなどがある。井戸側内からは、墨書土器、挽物皿、刻曹のある笛などが出土している。



刻書のある笛 S : 1/2 

火舗杵・火鑓臼 S : 1/3 

挽物・高台付皿 S : 1/3 

平箱で約400箱出土した。多量の土

器をはじめ、木簡、漆紙文書、人面

墨書土器、最寄土器、青磁、白磁、

木製品(皿 ・椀 ・合子 ・下駄 ・櫛 ・

曲物 ・人形 ・斎串 ・刻蓄のある笛な

ど)、金属製品(帯金具・隆平永賀 ・

高年通費 ・鉄鍛・万子 ・釣針等)、 ト

骨、動物遺体 (ヒト、ウマ、ウシ、

イヌ)などを発見した。特に、木簡

が約50点(荷札 ・題筆 ・習書 ・削屑

等)と城外の調査で最も多く出土し

ており、人面墨書土器、人形、斎串

などの祭澗遺物が多数出土している

ことが注目される。

琴柱 S : 1/1 
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木簡

今回の調査で木簡が64点出土し

た。特に東西大路に面した100区およ

びその周辺に集中している。付札や

題袋、習替など様々なのものが見ら

れる。

釈文は暫定的なものであり、今後の調査

で変更される場合がある。
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人形・馬形 ・万形 ・簸形 S : 1/3 (1 '" 7人形、 8・9 馬形、 10鎌形、 11万形)

舟形 S : 1/4 

形代と人面墨書土器

人形、馬形、万形、舟形、鍬

形などの形代や土器に顔を描い

た人面盈曾土器が多量に出土し

た。これらは河川跡から集中的

に出土しており、水辺で祭肥を

執り行った様子が窺われる。



人面墨書土器

最下段右 3点はスケール任意。他は全て S: 1/3 15 



l 本書は、平成13年度に実施した市

川橋遺跡第28次調査の略報である。

2 発掘調査は多賀城市埋蔵文化財調

査センターが担当し、 4月17日から

12月21日まで実施した。

3 発掘調査から資料整理に至るま

で、宮城県教育庁文化財保護謀、宮

城県多賀城跡調査研究所、東北歴史

博物館、多賀城市城南半地区画整理

組合、大木建設(株)よりご指導・ご

協力を賜った。また、文字資料につい

ては平川南氏(国立歴史民俗博物

館)、石崎高臣氏よりご教示を得た。

4 本自の執筆 ・編集は埋蔵文化財調

査センターの千葉孝弥 ・鈴木孝行が

行った。
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